
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１７日(火)に総体壮行式が行われ、

各部の主将が意気込みを語ってくれました。

どの部活動も総体での勝利を目指して日々

練習に励んでいます。活動を支えてくださ

っている保護者の方々や、吉賀高校を応援

してくださっている地域の皆様への恩返し

ができるように、「吉賀高校」の名前を背負

って全力で闘ってきますので、選手達への

熱い応援をよろしくお願いします。 

 

 サッカー部  初戦：５月２８日（土） 対 大田高校 （松江南高校グランド）         

【主将コメント】僕たちの目標はベスト８です。去年の目

標はベスト４でしたが、今年はベスト８を突破できるよう

にしたいです。大田高校とは試合をしたことがなく相手の

能力も未知数ですが、チーム皆で声を出し、盛り上げて頑

張ります。応援よろしくお願いします。（黒川礼智） 

【顧問コメント】ずっとサッカー部を指導されてきた藤田

大介先生に喜んでもらえるよう、誇りをもって闘ってきま

す。ベスト８になり、二次ラウンドの益田に必ず進みます。 

 

ソフトテニス部 個人戦 ：６月２日（木）～３日（金） ※７ペア出場 

        団体初戦：６月３日（金） 対 松江東高校 （浜山運動場） 

【主将コメント】私たちの目標は団体戦でベスト８になる

ことです。この目標に向かって、チームみんなで協力して

悔いの残らない試合をしてきますので、応援をよろしくお

願いします。（桑原沙希） 

【顧問コメント】二人で１本の気持ちを大切にして、粘り

強く戦ってきます。練習通りに力を発揮してチーム吉賀で

臨みます。応援よろしくお願いします。 

 

 女子バレー部 初戦：６月２日（木） 対 隠岐高校 （金城総合体育館）            

【主将コメント】隠岐高校とは新人戦の時にあたって２―

０で勝ちましたが、とてもレシーブが上手で油断できない

ので、１回戦から気を引き締めて頑張りたいです。私たち

３年生にとってはこの大会が最後なので、目標のベスト８

に入れるようチーム一丸となって頑張りたいです。応援よ

ろしくお願いします。（佐伯文恵） 

【顧問コメント】１年生が５名入部し、今まで以上に実戦

的な練習を積み重ねてきました。チームの課題を明確にし

て一人一人が役割を果たし、県総体では必ずベスト８に入 

りたいと思います。応援よろしくお願いします。 

学校通信 第７４号 （通算１６０号）  
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いよいよ総体！ 応援をよろしくお願いします 

「Think globally, act locally」（「地球規模で考え、足元から行動せよ」） 

吉賀高等学校 校長 熊谷 修山 

 「島根を愛し 世界を志す 心豊かな人づくり」…これは、『第２期しまね教育ヴィジョン２１』の

基本理念です。この理念の「島根」を「吉賀」に置き換えると、「吉賀を愛し 世界を志す 心豊かな

人づくり」となり、これは吉賀高校がサクラマス・プロジェクトの中で目指す方向性そのものだと思い

ます。 

 前号の「めたせこいあ」でも触れましたが、吉賀高校では、町内の保育園・小学校・中学校で大切に

されている「ふるさと教育」の流れを受けて、『サクラマス・ドリーム・プログラム(S.D.P)』として、

「聞き書き」「アントレプレナーシップ教育」を軸としたキャリア教育を行っています。その中で、特

に「アントレプレナーシップ教育」では、「起業家精神に学ぶ」ということで、実際に事業を展開され

ている地元の起業家・企業家の方からお話を聞いたり、その方々からアドバイスをいただいて、生徒自

身が地域の特産品を使った商品や、地域の中でできる活性化策などを考えたりします。吉賀町で事業を

なさっている方々も、たとえば商品を販売するのは、町内だけではなく、町外・県外を、さらには海外

を対象とされているはずです。そういう事業者の方々のお話を通じて、あるいは自分自身で商品や活性

化のアイディアを考えるという経験を通じて、ごく自然に生徒の意識は町外・県外、さらには海外に向

かうことになります。地域にきちんと目を向けることが、そのまま外の世界への意識につながる。『S.D.P.』

は、まさに「吉賀を愛し 世界を志す」ことを目指すことにつながるプログラムであるといえるのでは

ないかと思います。 

 しかし、もっと大切なことは、『しまね教育ヴィジョン２１』の理念が、環境問題を語る上で非常に

重要なフレーズとして世界的に有名な「Think globally, act locally」（「地球規模で考え、足元から行

動せよ」）という言葉と相通じるものであるということです。たとえば、地元にある特産品の活用方法

を考えることが、世界に通用するものを考えることにつながるのだとすれば、裏を返せば、世界に通用

するということを常に意識しながら、目の前にあるものの活用方法を考えるというあり方になるという

ことです。吉賀町の「特産品」も、他のどこでもあるものならば「特産品」とは言いません。吉賀町以

外の他の場所には無い、少ない、あるいは他より質がいいものこそが「特産品」と言えるものでしょう。

高津川にしても、他の地域の川に比べて水質がよいということが、清流日本一ということでしょう。言

うまでもなく「今・ここの良さ」は、実は外の世界との対比をしなければ理解できないものなのです。

そして、外の世界と対比をしたときに、「今・ここの良さ」に対する実感が再確認でき、「今・ここの

良さ」をより大切にしようとする行動が生まれてくるのではないでしょうか。 

 考えてみますと、吉賀町は島根県の一つの地域に過ぎません。しかし、その島根県も日本の中の一地

方です。そして、その日本でさえ、世界から見ればほんの小さな一つの地域でしかありません。しかし

同時に、日本は世界の中の重要な地域であり、日本の中の島根県も、さらには島根県の中の吉賀町も、

それぞれにとても重要な一つの地域です。そう考えると、やはり吉賀町を、あるいは自分の住む地域を

大切にする行動をとるためには、吉賀町についてきちんと知り・考えていて、その上で外の世界を知り、

世界と対比できることが大切だということになります。そして、「世界を志す」意識があるとき、世界

の中の吉賀町、あるいは自分の住む地域のために何ができるかを考えられるようになるのではないでし

ょうか。吉賀高校は、そのようなあり方を目指しています。 



 男子バレー部  初戦：６月２日（木） 対 大田高校 （島根県立体育館）            

【主将コメント】吉賀高校男子バレーボール部が再開して１

年が経ちました。大会に出られない時期が続き苦しいときも

ありましたが、人数もそろい試合ができるようになったこと

に感謝しています。バレーボールを通して人間関係や規律な

どを学んできたので、それを無駄にせず、全力で戦いたいで

す。今回の総体はベスト８を目指しています。厳しいと思い

ますが、今まで先生方にたくさん教えてもらったので、大会

に向けて調整していきたいです。チーム一丸となって戦うの

で、応援をよろしくお願いします。（内藤大意） 

【顧問コメント】１年生が入部して単独チームを組むことができるようになり、４月の中国大会県予

選に参加して初勝利をあげることができました。６人というチーム状況ですが、個々の役割をしっか

りと果たして、全員でチーム力向上に貢献できるように練習に取り組んでいます。皆様に良い報告が

できるように良い準備をして県総体に臨みたいと思います。応援よろしくお願いします。 

 陸上競技部  ５月２７日（金）～２９日（日） （松江陸上競技場）            

【主将コメント】種目は、100m、100mH、1500m、走

り幅跳び、走り高跳び、円盤投げ、4×100m リレーに出場

します。今年は１年生がたくさん入部して出場する種目が増

え、初めて男子リレーを組むことができました。私たち３年

生は今回の大会で最後となります。今まで積み上げてきたこ

とを精一杯発揮し、少しでもいい記録を出して中国大会に出

場したいと思います。応援よろしくお願いします。 

（澄川結菜） 

【顧問コメント】今年度は１年生が７名入部して出場種目も

増え、部員もやる気を持って各自の練習に励んでいます。３年生にとって最後の大会となります。少

しでも記録を伸ばし、上位大会に出場できるよう全力を出し切らせたいと思います。応援よろしくお

願いします。 

 

 

 

 

 ５月１４日（土）にＰＴＡ総会及び熊谷校長による説明会『保護者の皆様と一緒に考えたいこと』

が開催されました。 

《内容》 ①進路状況や推薦入試について 

②「グローバル化・大学入試改革・地方創生」などの時代を読むことの重要性 

③保護者として「子どもの自尊感情・共有体験・曖昧耐性」を大切にすべきであること 

「子ども一人一人の明るい未来・将来のために、家庭と学校が力を合わせて頑張りましょう！」 

保護者の方からは、「進路のことなどを安心して学校と相談でき

ると思いました。」「内容の濃い総会でした。先生方が子ども達の

ことをよく考えてくれて思ってくれていることが伝わってきまし

た。高校生活を親子で楽しもうと思いました。」「校長先生のお話、

とても考えさせられました。もっと親子で話し合いたいと思いま

す。」などの感想をいただきました。 

 

 

 

吉高地域クラブが、４月２４日（日）に開催された「よ

しか・夢・花・マラソン」運営のボランティアに参加しま

した。案内や記念撮影のお手伝い、ロードに出ての選手の

応援などを行い、町内外から大会に参加した選手の皆さん

に気持ちよい一日を過ごしていただくため、心を込めて活

動しました。県外から入学した１年生も早速ボランティア

に参加してくれ、吉賀町の温かい雰囲気を肌で感じ取った

ようです。 

 

 

 

〈サッカー部〉 【島根県ユースリーグ結果】 

第 2 節（4 月 29 日） 吉賀高校 対 益田翔陽高校（０－１） 

第 3 節（5 月 1 日） 吉賀高校 対 益田高校（１－２） 

２試合ともに、わずかなすきを突かれ失点したこと、数少ない得点チャンスを生かせなかったこと

が敗因でした。人間力を上げていくことに、どれだけ本気で取り組めるかが課題となりました。 

 

〈ソフトテニス部〉【中国予選】４／２８(木)～３０(土)-浜山運動公園- 

〈個人〉 ３回戦進出 道面・桑原ペア 藤本・正中ペア  

〈団体〉 １回戦 ０－３ 松江西 

個人戦では、２ペアがあと１勝で３２シードが得られるところであり、

残念であった。団体戦は、優勝した松江西との戦いとなり一回戦で敗退し

た。６月上旬に行われる県総体では、ベスト８を目指して頑張りたい。 

 

〈陸上部〉【第４１回益田陸上競技大会】４月２４日（日）   

【第７０回島根陸上競技選手権大会】５月７日（土） 

-益田陸上競技場- 

２年宇和佐京介、古泓彩、實吉藍菜、３年新藤成未が

100m、２年寺戸光輝が 110ｍH、３年澄川結菜が円盤投

げに出場しました。なかなか記録が出ませんでしたが、５

月末に行われる高校総体に向けての良い刺激となりました。 

 

 

Ｐ Ｔ Ａ 総 会 ・ 説 明 会 

大 会 結 果 報 告 

よしか・夢・花マラソン ボランティア活動 

中高一貫教育だより  -吉賀地域中高一貫教育事務局(島根県立吉賀高等学校内) – 

 ５月１０日(火)に第 1 回中高一貫教育合同職員会議が行われ、中・高の教職員が一堂に会して、

今年度の活動の内容と予定を話し合いました。今年度の主な活動予定をお知らせします。 

〔今年度の主な活動〕 

○中高での授業交流（全教科）を年間を通して行う。 ○中高での TT 授業（数・英・国） 

○吉賀高校体験入学 ６月１５日(水)  ○よしか塾 ８月２日(火)～８月４日(木) 

○よしか祭 ９月２日(金)～４日(日)  ○中高合同ロードレース大会 １１月１日(火) 

○学年別合同柔道  １２月～１月   ○小学生科学実験教室 １２月上旬頃 

今年度も有意義な活動になりますように、保護者・地域の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

中高一貫教育コーディネーター 春日亮二 

 


